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『上海のオープンスペース』研究の目的は、オープンスペースを通してメトロポリスの解読法を

確立することである。オープンスペースと住民の関係、あるいは都市計画の中心的要素としての

オープンスペースがいかに効果的に都市に人間味を与えられるかについて、重点的に分析してい

る。この解読法を確立するため、分析は二つの主要なコンセプトに基づいている。ひとつは都市

空間（都市性のコンセプトを含む）によってもたらされた人間的価値である。もうひとつはオー

プンスペースに関する世界のメトロポリス開発論から見た上海の位置づけである。 

 

オープンスペースの分析は、事例として選んだ上海の４０のオープンスペースに基づいている。

これらのオープンスペースは、機能と使用法により１８のカテゴリーに項目分けされている。数

量化Ⅲ類とクラスター分析（Social Survey Research Information Co., Ltd.によるエクセル統

計２００３）を適用して、対象エリアをグラフ上にプロットし、その布置から、メトロポリスに

おけるオープンスペースの役割について新しい解釈が可能なことを明らかにしている。また、人

間味や歴史的価値といった定量的でない要素をパラメーターとする研究に留まることなく、分析

に数理的方法を適用することにより、本研究は、具体的で正確な尺度を上海のオープンスペース

の解読に加えることができた。 

 

本研究は下記に示される三つの章で構成されている。 

 

第一章 イントロダクション 

研究の背景、オープンスペース研究を通してみたメトロポリス、また上海をケーススタディと

して用いることについて述べられている。 

次に研究の対象としての『オープンスペース』、またメトロポリスにおけるオープンスペース

の位置づけについて定義している。 

本論文の方法と仮説について説明し、論文の構成について述べる。 

 

第二章 メトロポリスへと向かう上海の発展 

本分析が基礎をおく、三つの異なる視点から、オープンスペースを記述する。 

すなわち、歴史、中国における「伝統と近代」の葛藤、都市開発・計画論の三視点である。 

 

1.歴史 



研究で取り上げた上海のオープンスペースを、歴史的背景から時系列的に説明する。各オープ

ンスペースの位置、形態、機能、使われ方を理解するのに必要な背景知識を提供することを目的

としている。 

 

2. 中国における「伝統と近代」の葛藤 

中国と上海における「伝統と近代」論争を分析することにより、政治、経済、文化、科学、お

よびテクノロジーを含む広範なイデオロギー上の議論からの建築や都市の形態的な側面への影響

を理解することができる。例えば、バンドのヨーロッパ調の建物や、ロンタンに適用された混合

様式、あるいはいくつかの庁舎建築にみられる中国式装飾への偏愛などが説明できる。また、こ

の論争は、中国史を通して、政治的・経済的な過渡期には、繰り返し議論されてきたものである。

近年では、1980年代に始まった改革解放運動時に再燃した。上海の将来開発の方向性に示唆を与

えるという点で、この議論は有効である。 

 

3.都市の開発・計画論 

都市の開発・計画についての以下の３つの論は、現在進行している上海のオープンスペースの

変容過程に密接に関係している。ひとつめは、70年代の Henri Lefebvre による社会学的な関心。

ふたつめは、80年代以降の Manuel Castells による情報工学の都市への影響。そして90年代にお

けるレム・コールハースの（建築家からの視点による）都市計画に関するアイディア。前二者の

共通点は、社会的かつ人間的な特徴を促進させるような都市の要素を保存することへの関心であ

る。これらは、本研究の分析において、強調しようとしている同様の特徴である。コールハース

は、一方で、巨大都市の開発において、いかに歴史や都市計画がその重要性を失ってきたかにつ

いて論じている。そしてそれは本論文の分析結果によって反証される。 

 

第三章 オープンスペースの分析 

40の事例のケーススタディに基づいて、オープンスペースの座標による数理的な分析を行った。

まず上海について分析し、それらを、国際的な視点を与えるべく、東京とサンパウロのケースス

タディと比較している。 

「機能」と「使用法」に基づいて18の異なるカテゴリーを設け、ケーススタディとして用意さ

れた個々のオープンスペースがこれらの機能または使用法を持つか持たないかに応じて"0"､"1"

の値を割り当てることにより、機能と使用法のマトリックスを作っている。数量化Ⅲ類をこのマ

トリックスに適用し、カテゴリースコアとサンプルスコアがプロットされた図（図４，５）を描

いた。続いて、クラスター分析を行って、各スコアをグルーピングし、座標軸の解釈をおこなっ

た。 

 

分析により、以下の主な結論を導くことができた。 

 

カテゴリースコアは四つの主要なクラスターに帰着した。 

Cluster１: 

機能／使用法［M,R,LR,Pl,LC,DC,Se,FS,Ex］は上海特有の使用法に対応している。例えば、新し

い機能が生み出されていたり、計画された元々の機能には従っていなかったりというように。同

一の空間に対して、いくつかの異なった使用法が観察されることがあり、空間に多重的でフレキ

シブルな特徴を与えている。 



Cluster２: 

機能／使用法[Re],[H],[O]は三つの明確なクラスターでもあるといえる。［Re］は主にロンタン

に関して言及しており、［H］が隣あっていて、また、Ⅱ軸上のクラスター３とは反対の使用法で

あることを考えると、この軸に、［伝統］と［近代］の軸を設定することができるだろう。 

Cluster３: 

機能／使用法［Tr,T,Tm,SC］クラスター２と反対に、これらは空間の近代的機能を示している。 

Cluster４: 

機能／使用法［Ev,P］ は原点にもっとも近く位置するクラスターを形成している。それ故、伝統

と近代が混合された機能／使用法、あるいは上海特有でもあり普遍的でもある空間利用を示して

いる。事実、［Ev］は伝統的祭やコンサート等の双方について参照しており、［P］は近代的な公

園と中国の伝統的庭園とを参照している。 

 

サンプルスコアとクラスター分析から、以下のことを確かめることができる。 

ClusterⅠ: 

［Ⅴa,Ⅴf,Ⅴg,Ⅵb,Ⅱb］；『上海に特有な使用法』という意味を示しているオープンスペースで

ある。これらは明らかに多重的でフレキシブルな利用のされ方、伝統と近代が混合された空間構

造を表している。 

ClusterⅡ: 

［Ⅴc,Ⅴd,Ⅴe］［Ⅴh,Ⅴb,Ⅳb,Ⅳc］；住居用途に限定された、あるいは新しく近代的な『使用

法』も付け加えられている、伝統的な構造を持ったオープンスペース。 

ClusterⅢ: 

［Ⅶc,Ⅷa,Ⅷc,Ⅰb］近代的構造と使用法によるオープンスペース、あるいは伝統的な構造に加え

てこれら近代的要素を持つもの。（静安寺とショッピングセンター） 

ClusterⅣ: 

［Ⅰc,Ⅰd,Ⅶd］［Ⅲa,Ⅲd,Ⅲe,Ⅲf,Ⅲg,Ⅵa,Ⅶa,Ⅶb］［Ⅱa,Ⅵc,Ⅷb］［Ⅰa,Ⅰe］［Ⅱc,Ⅷd,

Ⅷe］［Ⅲb,Ⅲc,Ⅳa,Ⅵd,Ⅵe］；もっとも多数かつ多様なグループで、伝統的な性格と近代的な

性格が混合されているオープンスペース。実際、ClusterⅣの事例の多くは、都市に対する歴史的

価値を表しており、また頻繁にリノベートされて近代的、あるいは混合された使用法の空間にな

っている。  
 

最後に、東京とサンパウロの事例が含まれたグラフ（図10）のカテゴリースコアとクラスター

分析により、オープンスペースのフレキシブルで多重な使用法が、これら三つのメトロポリスの

事例における共通の特徴であると結論づけることができる。同時に、上海の事例のClusterI-aと

ClusterⅣ-aとの間に位置する東京とサンパウロの事例は、三つのメトロポリスの明確な区別を示

しており、上海のオープンスペースの特徴を強調している。加えて、ケーススタディは人がたく

さん集まるという特性を持つことを第一に選んでいるので、共通事項（フレキシビリティ、使用

法の混合など）とオープンスペースの賑わいの関係を確認することが可能である。 

 

結論 

 

グラフの分析で得られた結果と第二章で議論したアイディア、コンセプトを結びつけることに

より、以下のように結論づけることが可能である。 



ClusterⅠに属するすべての事例は、上海特有の使用法を最もよく示したものであり、諸外国に

譲渡されていた時期、あるいはもっと以前の時期に結びつけられる起源を持っており、1980年代

以降の近年に作られたオープンスペースはどれもこのグループには属していない。上海のオープ

ンスペースについて、歴史的価値の重要性という概念、都市に望ましい特有の性格を付与する貢

献、さらに、にぎわいと特定のオープンスペースとの間に関係があることをこの事実は支持する

ものである。 

 

［伝統対近代］の問題は、グラフ５の異なるロンタンの分布により明らかに示されている。ロン

タンはClusterⅠ，Ⅱ，Ⅳにプロットされており、いくつかのケースは、実際は混合伝統構造を初

源的に持つ（ClusterⅡ）あるいは新しい近代的要素をまじえた伝統的構造、機能、使用法のもの

（ClusterⅠ，Ⅳ）であるにも関わらず、形態、機能、使用法いずれにおいても伝統的と考え得る

ことを示している。ほとんどの事例が原点、あるいは第Ⅱ軸（ClusterⅠ，Ⅳ）の近くに位置して

いることは、伝統的要素と近代的要素の混合したはっきりとしない区別が上海のオープンスペー

スの大多数にみられる一般的特徴であることを示している。 

 

最後に図５のサンプルスコアの分布とクラスター分析により、都市開発の方向性を定義づけるこ

とができる。第一に、上海で最も長い歴史を持つオープンスペースであるにもかかわらず、寺院

のプロットが、「伝統」よりも「近代」に近いClusterⅢ，Ⅳに含まれていることが示すように、

オープンスペースの形成は明らかに、経済的圧力と開発速度に負うところがある。これは、寺院

に加えられた商業機能、観光に関する機能によって、またジンアン寺のそばの地下鉄駅のような

新しい交通機能によって、説明されうる。 

 

同様に、いくつかのロンタン（ClusterⅡの［Vb］、［Vh］ ）はClusterⅢへと動いているようで

あり、あたかも第Ⅱ軸にそって、伝統から近代へ移っているかのようである。この事実も商業活

動の付加と、ロンタンを置き換える新しい開発によって説明されうる。しかしながら同時に、原

点に近いClusterⅣにプロットされた事例の大多数が示すように、近年になって開発されたオープ

ンスペースは、伝統的特性あるいは伝統と近代が混合された特性を持っている。（例えば、Jing'An 

Villaは ClusterⅠとClusterⅡの両方にプロットされている。）この事実は上海のオープンスペ

ースに特有な使用法は、急激な変化と周辺に生じている新たな機能にもかかわらず、残っていく

ことができることを示している。これらの使用法と、とくにJing'An Villaの例は、本質的に、

Lefebvreによって述べられた“Use value”あるいは“City as œuvre”、または Castells によ

る“Space of places”に関連づけることができる。 

 

一方で、図１０の上海、東京、サンパウロの分布は別々のクラスターに属し、それぞれのはっ

きりとした特徴づけを強めているが、初期の明確な機能と使用法の類似性が必ずしも都市が同じ

ような様相と機能に落ち着いてしまうわけではないことを示している。結果として、少なくとも

オープンスペースに関して言う限り、上海はコールハースが提唱する「ジェネリック・シティ」

のコンセプトには適合しないことを断言できる。オープンスペースに関して、歴史、伝統そして

強い人間的な性格（使用法として現れる）は、いまだ重要な役割を果たしている。このことは、

都市の不可避な開発と変化を通しても、都市の特徴を保存することに役立つであろう。 
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